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研究の背景・目的 

漁港の防波堤や係留施設の水中部の点検は現状では潜水目視調査が主体ですが、結果
にバラツキが生じやすく客観性に欠けることに加え、コストや安全面での課題もあり、
改善策が求められています。そこで、水中部の点検における客観性確保と目視調査の軽
減のため、センシング技術の活用を検討しています。すでに、水中部の地形計測技術と
して一般的に普及しているナローマルチビーム（NMB）の適用性は検証されており、こ
こでは、より小型船で使用でき漁港施設水中部の計測が可能な水中３D スキャナ（3DS）
を用いて老朽化度の判定基準に基づいた適用性を現地調査で検証しました。 
 

研究成果 
小型漁船に 3DS を装着して画角を変えた連続計測（図 1）により、漁港施設の水中部

の老朽化状態を調査した結果、NMB が対応できない水面付近の計測が可能であり、欠
損部の規模も詳細に計測でき、その有効性を確認できました（図 2）。特に、NMB に比
べデータの点群密度（解像度）が 3DS のほうが NMB の 3 倍ほど高く、より高精度な計
測が可能であることがわかりました。また、3DS は水面付近のデータが取得可能である
一方で、水深 15m 以深ではデータ精度が NMB より低下することわかりました。 
 

波及効果 
水中３D スキャナーを活用した漁港施設の点検手法は、NMB と同様に水中部の点検

に活用可能であり、目視検査の効率化に寄与できることが確認されました。3DS と NMB
を用いたこれまでの成果から、それぞれの測定機器の特徴を踏まえて使い分けをするこ
とでさらなる高度化・効率化が期待されます。 
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図 2 ３DS で観察された防波堤（先端部）
の下部欠損状況 

図 1 3DS、NMB による計測の模式図 
及びそれぞれの特徴 


